
方法 時間 4月（入職～2週間） 担当 4月～６月 担当 ７月～9月 担当 10月～１2月 担当 １～3月 担当

講義 2時間
・目標と計画・新人研修の概要

・ポートフォリオの活用方法
教育師長

講義
10 時

間

・患者の権利と看護師の責務

・看護者の倫理綱領

・病院理念、看護部理念

・他部門との役割と業務連携

・コミュニケーション①

看護部長

教育師長

教育委員

（・看護協会フレッシュセミ

ナー①）

・接遇

外部研修

研修担当

（・看護協会フレッシュセミ

ナー②）

・コミュニケーション②

・夜勤体験実習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

外部研修 ・実践の振り返り

・コミュニケーション③

各部署長

教育師長

清潔・衣生

活援助技

術

創傷管理

技術

与薬 の 技

術

講義

演習

10 時

間

・薬剤等の管理

・採血　注射プライミング

・点滴静脈内注射

研修担当

・輸血　内服薬

・抗生剤　ハイリスク薬

・インスリン注射

研修担当

薬剤師

・輸液ポンプ、シリンジポンプ

の使い方

・中心静脈栄養

研修担当 ・化学療法時の看護
外来化学

療法室

救命救急

処置技術

講義

演習
5時間 ・報告の仕方①―SBAR― ・BLS研修 BLS委員

・急変時報告②―SBAR―

・急変時対応（挿管までの

流れ）ロールプレイング

BLS委員

研修担当

・人工呼吸器管理

・人工呼吸器装着時の看護

研修担当

ME

症状・生体

機能管理

技術

講義

演習

10 時

間

・vitalサインの見方

・モニターの見方　酸素療法、吸引

・導尿、バルン管理

・摘便、浣腸

研修担当
・簡易血糖測定

・静脈血採血
研修担当 ・フィジカルアセスメント

特定看護

師

教育委員

　　　事例より自己の

　　　看護観を見つめる

　　⇒振り返り発表会・

教育師長

研修担当

感染防止

の技術

講義

演習
4時間

・スタンダードプリコーション

・廃棄物処理

・針刺し事故防止

感染管理

認定看護

師

・感染対策研修

感染管理

認定看護

師

感染対策研修

感染管理

認定看護

師

　　　1年目修了式へ

　　　　平成31年2月

その他、配

属 部 署 で

必要な看

OJT
配属部署で必要な看護技術（部署

ごとに計画）
各部署長

・技術実践

・夜勤体験実習オリエン

テーション

・技術実践

・夜勤体験実習
各部署長

・技術実践

夜勤→→→→→→→→→

→

　・技術実践

　・夜勤独り立ちへ

安全管理

災害・防災

管理

講義

演習
6時間

・誤認防止

・医療安全対策：組織の体制、職

員を守る体制、事故防止策、発生

時の対応、消火、防災基準

・薬剤、放射線暴露防止

医療安全

専従師長
・転倒、転落防止

研修担当

OT

・防災対策

・医療安全研修
防災対策

委員

・多重課題対応

・医療安全研修

研修担当

医療安全

専従師長

情報管理
講義

演習
6時間

・個人情報保護・診療情報の取り扱

い

・看護必要度①

・看護記録　・電子カルテの取り扱い

看護部長

記録委員
・クリティカルパス

クリパス委

員会
・看護必要度②

看護必要

度指導者

3月入職案内会
業務委員

会

・ 1か月振り返り会（4

月）
研修担当 ・関連施設実習（6月） 研修担当

ローテーシ ョン研修（ 10

月）
研修担当 ・1年目終了式 研修担当

講義

面談
2・3月　プリセプター研修

教育師長

研修担当
プリセプター会・面談①

教育師長

研修担当
プリセプター会・面談②③④⑤

教育師長

研修担当
プリセプター会・面談⑥⑦

教育師長

研修担当
・1年の振り返り発表会 研修担当

1か月フォローアップ（4

月）

・3か月フォローアップ（7

月）

ポートフォリオ活用チェック

教育師長

研修担当

４

．

管

理

的

側

面

研修の振り返り

フォローアップ

講義

演習
8時間

・1年の振り返り発表会

ポートフォリオ活用チェック

教育師長

研修担当

教育師長

研修担当

PT

研修担当

・6か月フォローアップ (10

月）

・9か月フォローアップ(12月)

教育師長

研修担当

平成30年度　新人看護職員研修プログラム

プリセプターフォロー対策

・廃用症候群予防

（関節可動域訓練含む）

研修項目
１．新人看護師

研修の概要

２．看護師として

必要な基本姿勢

と態度

講義

演習

10 時

間

・安静臥床時の清潔援助技術

・抑制・拘束

・褥瘡　創処置　スキンケア

・移動、移送技術

研修担当

認定看護

師

介護福祉

士

・嚥下について

・口腔ケア

・栄養管理

研修担当

ST

栄養士

・エンゼルケア 研修担当

その他行事

3

．

技

術

的

側

面


